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令和７年度 第１回福谷北地区まちづくり説明会を開催しました！
　令和７年９月６日（土）に、福谷北地区まちづくり説明会を開催し、福谷北地区の今後のまちづくり
について、地権者の皆様へご説明しました。
　当日ご説明した内容の概要を下記にご紹介します。（詳細につきましては、当日資料をご覧ください。）

１．まちづくりの経緯及び説明会について
　

２．まちづくりの構想（案）

３．令和６年度　意向調査の結果について

４．土地区画整理事業について
　㈱ＵＲリンケージよ 、

１．まちづくりの経緯及び説明会について
　福谷北地区において計画的な土地利用を図るまちづくり検討が開始された経緯の説明と、本説明会の
開催の目的について、市から説明を行いました。
　また、今年度の説明会の進め方及び内容については、市が業務委託している㈱ＵＲリンケージ中部支社
から説明を行いました。

２．まちづくりの構想（案）
　㈱ＵＲリンケージより、令和６年度みよし市が作成したまちづくり構想（案）について説明を行いまし
た。市及び福谷北地区の位置づけや現況、課題などを踏まえ、「地域のヒト、コト、モノをつなぎ、人々
の笑顔と活力で暮らしを彩るMIYOSHI のゲートタウン」のコンセプトを掲げ、土地利用ゾーニングとそ
れぞれのゾーンにおける活動シーンや取組みのイメージについて検討しました。

３．令和６年度　意向調査の結果について
　㈱ＵＲリンケージより、令和６年度に実施した、地区内の土地所有者対象の意向調査アンケートについ
て、結果の概要を説明しました。

４．土地区画整理事業について
　㈱ＵＲリンケージより、土地区画整理事業の目的や特徴、「換地」「減歩」「保留地」といった事業の仕
組み、事業のメリット・デメリットについて説明を行いました。
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皆さまが気になった点とそれに対する回答

Ｑ1    道路や樹木、公園の維持管理費用にかかる地権者負担はあるのか。

Ａ1    道路・公園整備は、一部市が直接整備を行うこともあり得ます。また、区画道路は区画整理事
　　  業で、幅員の広い道路などは市が整備します。施行後は、原則として市が管理していきます。

Ｑ2    土地をカフェなどに貸したりもできるのか。

Ａ2    都市公園法の制度（Park-PFI）等もあるため、今後検討していきます。

Ｑ3    南井山の東側はコンクリート壁がある。日当たりや他地域への動線はどう考えるか。

Ａ3    現在のところ、ゾーニングの検討までしかできておりません。盛土の工事によっては事業費が
　　  増大するため、事業費との兼ね合いで決定していきます。

Ｑ4    市街化編入された場合、固定資産税は上がるのか。換地後も固定資産税は上がるのか。

Ａ4    市街化編入されると都市計画税は上がるものと推測されます。また区画整理により、段階的に
　　  固定資産税が上がるものと推測されます。

Ｑ5    土地を貸しているが、区画整理事業中に期間が満了する。次の契約の際に、相手方に対し、  ど
　　  のような契約になるか一緒に説明してもらえるか。

Ａ5    市が説明に同行することは可能です。

Ｑ6    宮ノ前から駅方面へ向かう道路は広くなるのか。

Ａ6    当該道路は県道であり、県による用地買収は進んでおります。４車線になるよう、区画整理　
　 　 事業を推進とともに県に要望していきます。

Ｑ7    福谷北地区が市街化調整区域である理由を聞きたい。宅地に対する制約はあるか。今後どのよ
　　  うになっていくのか。

Ａ7　都市計画はまちづくりを誘導していくものです。現状、福谷北地区は旧集落では、市街化調整
　　  区域の指定を受けており、建物の建築を抑制する地域になっています。今後は、まちづくり　
　　  の構想（案）をベースとし、都市計画の変更により、 土地利用を制限または許容をしていくこ
　　  とになります。

Ｑ8    当日資料 P.6 の仮同意及び P.25 の同意が、どのような条件か説明してほしい。

Ａ8　市の技術援助にあたり、地権者の皆さまの２/３以上の同意が必要となります。あくまで仮同
　　  意であり、事業が進んでいった際には、本同意（２/３以上）を得て区画整理事業を推進して
いくことになります。

Ｑ9    物価状況など、環境が変わった場合の対応は考えているのか。

Ａ9　工事費高騰など市況の変化よっては、減歩が増えることもあります。民間事業者にヒアリング
　　  等を行いながら、状況に応じて皆さまへご相談させてもらいます。

Ｑ10  交通渋滞対策や防災面の計画等があれば教えてほしい。

Ａ10  狭い道路はなくなり、最小でも６ｍの区画道路となるため、交通渋滞緩和に寄与するものと考
　　  えます。また、地区内では調整池を整備するなど、防災面での対策も行います。
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今後の説明会等の予定
　次回のまちづくり説明会では、まちづくり構想における、「将来像のゾーニング・主な動線」と、「土
地区画整理事業の組織及び事業計画」についてご説明します。

　問い合わせ先
　 みよし市　都市建設部　公園緑地課　石川　枅川　根角
　 〒470-0295　みよし市三好町小坂 50 番地
　 電話：0561-32-8024（直通）　FAX：0561-34-4429　（土日祝除く平日 9:00 ～ 17:00 受付）
　 E-mail：kouen@city.aichi-miyoshi.lg.jp
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第１回
（9月 6日）

第２回
（11 月頃）

第３回
（R8.1 月頃）

意向確認
（R8.2 月頃）

まちづくり構想

将来像 事業手法

①R6年度の検討
　（コンセプト等）

❶有力な事業手法
❷区画整理の特徴、仕組み
　メリット・デメリット

②ゾーニング・主な動線
　
※①、②についての意見聴取

❸区画整理の組織、事業計画

上記を踏まえた、将来像（案） ❹民間事業者の活用
❺税金、補償

・区画整理事業への賛同（仮同意）
・土地活用方法（土地毎）

終了しました


